
　　主にある家族の皆様、主の御名を賛美いたします。昨年3月の、東日本大震災以来、当本部の活動のために、祈り、さ
さげ、また共に働いてくださったことを覚え、心より感謝いたします。震災より、11ヶ月がたちました。話題にされること
も少なくなり、震災は収束したかのように思えることもありますが、まだまだ息の長い支援が必要であり、またこれからは
さらに、教会を通して、主イエスキリストの救いのみわざがなされることの重要性を覚えております。ここに、これまでに
活動のご報告をさせていただくと共に、これからも諸教会の皆様とご一緒に、被災地におられる方々の、全人的な必要に応
えて行きたいと心から願っております。

＜活動の概要＞
　震災当日の2011年3月11日、東北地方太平洋沖地震発生を受け、
日本福音自由教会協議会会長、服部真光師のもと、先の阪神淡路大
震災を受けて、当時の役員会が作成した「大規模災害時における緊
急支援に関する申し合わせ」をベースにして、役員会を「東日本大
震災緊急対策支援本部」として立ち上げることが決定されました。

　すぐに、教役者会役員会の協力を得
て、日本福音自由教会協議会の諸教会
牧師家族、信徒の安否、被災状況の確
認作業を行い、緊急援助物資の輸送、ボ
ランティアの組織、派遣を順次進めてまいりました。
　安否確認作業と並行して、全国の福音自由教会に向けて義援金募集の告知をし、全国の諸教
会、他の教団教派の教会より尊い義援金が集まり、のみならず、米国福音自由教会から多量の緊
急支援物資(20万tの非常食と1千枚の毛布など)、さらにシンガポール、香港、マレーシア、フィ
リピンなど海外の福音自由教会、その他の教会からも、多額の義援金が献げられました。（会計
報告参照）なお、独自で集めた義援金や物資を用いて、自ら積極的に支援活動を行なった福音自
由教会も複数あった、ということも併記しておきます。

＜主な活動の報告＞
　具体的な働きについての報告ですが、昨年9月の報告と内容が重複している
ところもあることをご了承ください。

1.支援物資の輸送
　本部(名古屋西教会)やその他の教会に集まった物資を、仙台教会の教育館、
日本国際飢餓対策機構(JIFH)の倉庫に運びました。また、そこから各被災地に
届ける働きをしました。

2.ボランティアの派遣
　全国の福音自由教会、その他の教団の教会よりボランティアが派遣され、仙
台教会、もしくは、日本国際飢餓対策機構の協力を得て、支援活動をしました。
4月末までは、本部派遣の6チームが送られ、それからも今に至るまで、諸教
会から断続的にボランティアのチームが送られています。主な活動のは、物資
配給や清掃作業のお手伝いでしたが、被災された方々のお話に耳を傾けるため
に、コーヒーやお茶、足湯のサービスなど、工夫されたユニークな活動も行な
われました。５月以降は仙台教会をボランティアの宿泊場所とし、諸教会が自
発的な支援活動を行ってきました。

3.被災した現地EFCへの支援
　被害を受けた被災地の仙台教会、古川教会、仙台泉教会の3教会に対して見
舞金と教会や教会員の被災状況、あるいは支援、復興活動の状況に合わせた復興支援金をお送りしました。特に、仙台教会
には、震災発生時から今に至るまで、またこれからも継続して行なわれる働きのため、物資購入代金、ボランティア受け入
れのためのセンターの建築費(プレハブ)も含めてお送りしました。
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　その他にも、被災教会の牧師に休んでいただくために、説教奉仕者を
送るといった、人的支援も実施致しました。

＜今後の復興支援について＞
　1.　仙台福音自由教会が既に購入していた隣接地に復興支援センター
を建設中です。先述したように、この仮設の建物設置のためにも、義援
金を用いました。今後、このセンターをボランティアの宿泊所、支援の
拠点として使用した、全国の諸教会の積極的な復興支援を期待します。
仙台教会は石巻市の渡波地区に将来の教会形成を目指す拠点形成を準備
しています。お祈りください。

2.　今回の震災で、最も犠牲者の多かった石巻市における支援に重荷の
ある3つの団体、リーチグローバル(米国福音自由教会海外宣教部門)、基
督兄弟団、日本長老教会との協力の中で、拠点となっていた基督兄弟団
石巻キリスト教会の存続と、この場所をこれからの石巻支援の拠点とし
て用いることができるように、クリスチャンセンターを設立する構想が
生まれました。石巻キリスト教会の土地建物は、石巻キリスト教会の信
徒の持ち物でありましたが、自身も被災したことによっても土地を手放
さざるを得ない状況でした。よって、緊急支援対策本部と先の3団体と協
議を重ねた結果、土地、建物購入費用を折半して負担し、購入するに至
りました。
　そして、「基督兄弟団石巻キリスト教会」併設の「石巻クリスチャンセ
ンター」と名付けられたセンターは、不動産の名義は基督兄弟団で、私
たちを含む4団体で理事会を組織し、効果的に支援活動を進めていけるよ
うな協力体制を取り、センターの有効活用を図ります。

3.　会計報告は下記の表の通りです。残金（未使用金）14,314,536円は仙
台教会の復興支援金（拠点形成のため）として10,314,536円、石巻クリ
スチャンセンター支援金（建築費）として4,000,000円を送金することを
決済し、2月18日を持って東日本大震災緊急支援対策本部の活動を終了い
たしました。これまでのお祈りとご支援を心より感謝いたします。今後は
協議会の中に石巻宣教のためのミニストリーチームが立ち上がり、復興支
援の中で教会形成がなされることを期待しています。

　　　　　　　　　　2012年 2月 19日　　東日本大震災緊急対策支援本部

＜義援金復興支援献金会計報告＞　2012/2月現在

収入　　　　　　　　　　　　支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　
義援金・国内 13,421,430 見舞金 4,000,000
義援金・海外 45,686,742 修繕費 138,000

復興支援費 35,800,693
物資購入費 1,442,404
物資搬送費 1,063,145
倉庫使用料 300,000
会議費 912,704
通信費 31,690
お礼・寄付金 1,025,000
残金 14,314,536

合計 59,108,172 合計 59,108,172

継続して行なわれている物資配給

クリスマスギフトボックス（仙台教会）

石巻クリスチャンセンター

物資倉庫となった石巻教会


